
和歌山県こどもの体験活動事業補助金 選考について 

 

１ 趣旨 

 全てのこどもに対し、様々な学びや、社会で生き抜く力を得るための糧となる多様な体

験活動の機会を創出し、安全に利用できる環境を整えることを目的に、こどもの体験活動事

業に対し、当補助金を交付する。 

 

２ 選考方法 

主に書類選考とし、必要に応じて電話での聞き取り調査を行う。 

 

３ 選考基準 

下記の項目について総合的に判断し、選考する。 

趣旨 
・和歌山県こどもの体験活動事業補助金の趣旨と整合性がとれているか。 

・事業の目的、目標、効果が明確であるか。 

計画内容 

・事業の内容が具体的で、事業計画（実施スケジュール、予算積算等）も適切

であるか。 

・事業の内容が、当該団体等の実績や体制等から推測して実現可能であるか。 

公益性 
・想定される参加者数が多数であるか。 

・広域からの参加が認められるか。 

体験格差の

是正 

・家から開催場所までのこどもの移動にどの程度配慮しているか。 

・体験活動への参加が特に困難な状況にあるこども（※）が参加しやすいと感

じるようどのような配慮を行っているか。 

※貧困、虐待、不登校、障害・医療的ケア、非行、ヤングケアラーなど 

こどもの 

意見表明 
・企画や運営に関するこどもの参画度合いはどの程度か。 

助成の 

必要性 
・助成が真に必要であるか。 

 


